







































の対象とした。「101 日物語」は、全 17 作品から成る作品群を指し、総頁数 4000 頁を超え
る。ここには、クリュスの代表作品である『ロブスター岩礁の灯台』や『ティム・ターラー』
も含まれている。 
 本論文は、2 部構成となっている。第 1 部では、「101 日物語」の詩学的特徴に焦点を当




















第 2 部では、島というモティーフを考察する。第 1 章ではクリュスの故郷でもあるヘル
ゴラント島、第 2 章ではハンブルクを中心とした都市、第 3 章ではグラン・カナリア島を
中心としたカナリア諸島、第 4 章ではロブスター岩礁の灯台を取り上げ、これらの場所
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ジェームス・クリュス (James Krüss, 1926-1997)1 は、戦後ドイツの児童文学において、
ファンタジーを普及させた児童文学作家のひとりに数えられる2。彼は 1956 年、初めての
児童文学作品『ロブスター岩礁の灯台』(Der Leuchtturm auf den Hummerklippen.) にて
人気を獲得し、1959 年に出版した『曾おじいさんと僕』(Mein Urgroßvater und ich.) でド
イツ児童文学賞を受賞したことにより、その地位を確立した。その後も精力的に執筆をつづ
け、1962 年にはテレビドラマ化や映画化された『ティム・ターラー』(Timm Thaler oder 
Das verkaufte Lachen.) を出版、1964 年には絵本『1 日に 3×3』(3×3 an einem Tag.)3 
でイラストレーターのエーファ・ヨハンナ・ルービン (Eva Johanna Rubin) と共にドイツ
児童文学絵本賞を受賞した。翌 1965 年には『ジェームスの動物の生活』(James‘ Tierleben.)4 
がテレビで放映され、大人気となった。1968 年、彼の全作品に対して国際アンデルセン大
賞5 が与えられ、1972 年にはペンクラブ会員にも選出されている。1986 年には、17 作品




                                                   




2 Vgl. : Reiner Wild (Hrsg.) : Geschichte der deutschen Kinder- und Jugendliteratur.  
3. Auflage.  Stuttgart, Weimar: Verlag J. B. Metzler, 2008, S.330ff.   
野村泫 『ドイツの子どもの本－大人の本とのつながり』 白水社 2009 年 107-109 ページ
を参照した。 
3 初版: James Krüss: 3×3 an einem Tag.  Ein Bilderbuch für alle, die bis drei zählen 
können.  Gereimt von James Krüss.  Bebildert von Eva Johanna Rubin.  München: 
Betz 1963. 
4 初版: James Krüss: James‘ Tierleben.  Eine kleine Zoologie zur Unterhaltung und  
Belehrung und zum Lesen und Vorlesen für die ganze Familie in 99 gereimten  
Lektionen ausführlich dargestellt.  Mit reichem Bildschmuck von Erika 
Meier-Albert.  München: Betz 1965. 
5 JBBY 社団法人日本国際児童評議会 http://www.jbby.org/ibby/activities02.html 
を参照した。 
6 以下「101 日物語」と記す。 











起因すると考えられる。クリュスに関する研究の多くは、1960 年代から 70 年代にかけて
おこなわれたため、1986 年に完成した「101 日物語」全体が、その対象となることはなか






日本において、クリュス文学の翻訳は 1960 年代から 70 年代にかけて重点的におこなわ
れた。しかしその数は、クリュスと同時代の児童文学作家ミヒャエル・エンデ (Michael 
                                                   
Verlag, 2009, S. 29. 以下、同書からの引用は、Insulaner と略記し、ページ数を記す。 
8 Vgl. : Klaus Doderer: James Krüss- Enzyklopädist und Erfinder des ABCs der 
Phantasie.  In: Reisen in erdachtes Land.  Literarische Spurensuche vor Ort - 
Essays.  München: indicium Verlag, 1998, S.239-251. 
9 Vgl. : Kerstin Ott: Die Utopie der Glücklichen Inseln. Wandlungen und Konstanten 
im Werk von James Krüss.  Frankfurt am Main Phil. Diss. 1993. 
10 Vgl. : Winfred Kaminski: Literarische Kinderkultur.  Zwischen Wirklichkeit und 
Phantasie. Frankfurt a.M. / Köln, 2003, S. 83-93. 
11 Ulrike Hagel: Die Phantastischen Abc-Welten des James Krüss.  Eine 
buchstabierende Lektüre.  In: Literatur in Wissenschaft und Unterricht.  XXXVIII, 
Heft 4, 2005, S. 259- 283. 
12 Fred Rodrian: Timm Thaler und Schwierigkeiten. In: Beiträge zur Kinder- und 
Jugendliteratur ‹7›.  1965, S. 71-83. 
13 Vgl. : Ada Bieber: Zyklisches Erzählen in James Krüss’Die Geschichten der 101 
Tage.  Hamburg: Igel Verlag Literatur & Wissenschaft, 2012. 以下、同書からの引用
は、Zyklisches Erzählen と略記し、ページ数を記す。  
14 Vgl. : Insulaner. 
15 Vgl. : Zyklisches Erzählen. 
16 Vgl. : Zyklisches Erzählen, S. 14. 
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に植田敏郎によって翻訳された『ジェームス・クリュス選集 全 5 巻』17 は、日本翻訳文化
賞を受賞している18。クリュス文学の翻訳は、主に植田19 によって行われていたが、残念な
がら絶版になっているため入手は困難である。現在では 2000 年以降に森川弘子の翻訳によ











                                                   
17 ジェームス=クリュス、植田敏郎訳『世界の児童文学名作シリーズ クリュス選集 1-
5』 講談社 1973 年。第 1 巻『フロレンティーネのいたずら日記』、第 2 巻『パウリーネ
と風の中の王子』、第 3 巻『風のうしろのしあわせの島』、第 4 巻『あごひげ船長九つ物
語』、第 5 巻『わらいを売った少年』の全 5 巻である。 
18 Sechs Jahrzehnte oder Vom kleinen Boy zum großen Boy.  James Krüss zum 60. 
Geburtstag.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1986, S. 64.  以下、同書からの引
用は、Sechs Jahrzehnte と略記し、ページ数を記す。 
19 その他の翻訳に、1966 年に偕成社より、『ザリガニ岩の灯台』、1967 年に偕成社より
『マルチンのはつめい』(原題：Die Sprechmaschine, 1962) がある。 
20 ジェイムス・クリュス (森川弘子訳) 『ロブスター岩礁の灯台』 未知谷 2004 年。 
21 ジェイムス・クリュス (森川弘子訳) 『笑いを売った少年』 未知谷 2004 年。 
22 ジェイムス・クリュス (森川弘子訳) 『涙を売られた少女』 未知谷 2006 年。 
23 Vgl. : Reiner Wild (Hrsg.) : Geschichte der deutschen Kinder- und Jugendliteratur.  
 Stuttgart: J. B. Metzlersche Verlagsbuchhandlung, 1990, 313-316. 
24 Vgl. : Reiner Wild (Hrsg.) : Geschichte der deutschen Kinder- und Jugendliteratur.  
 Stuttgart: J. B. Metzlersche Verlagsbuchhandlung, 1990, 313-316. 
Vgl. : Reiner Wild (Hrsg.) : Geschichte der deutschen Kinder- und Jugendliteratur. 3. 
Auflage.  Stuttgart, Weimar: Verlag J. B. Metzler, 2008, S.330. 
























                                                   
26 野村泫『ドイツの子どもの本－大人の本とのつながり』白水社 2009 年 28-29 ペー
ジを参照した。 
27 Vgl. : Reiner Wild (Hrsg.) : Geschichte der deutschen Kinder- und Jugendliteratur. 3. 
Auflage.  Stuttgart, Weimar: Verlag J. B. Metzler, 2008, S.330.   
28 Bettina Hürlimann : Europäische Kinderbücher in drei Jahrhunderten.  München, 
Hamburg: Siebenstern Taschenbuch Verlag, 1968, S.188.  
29 Bettina Hürlimann : Europäische Kinderbücher in drei Jahrhunderten.  München, 
Hamburg: Siebenstern Taschenbuch Verlag, 1968, S.188f. 
30 Bettina Hürlimann : Europäische Kinderbücher in drei Jahrhunderten.  München, 
Hamburg: Siebenstern Taschenbuch Verlag, 1968, S.189. 
31 James Krüss: Das Recht auf Phantasie.  In: Sechs Jahrzehnte, S. 137. 
32 Vgl. : James Krüss: Das Recht auf Phantasie.  In: Sechs Jahrzehnte oder Vom 
kleinen Boy zum großen Boy.  James Krüss zum 60. Geburtstag.  Hameburg: Verlag 
Friedrich Oetinger, 1986, S. 137. 
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「101 日物語」は、全 17 作品から成る作品群を指す。物語の構想を得てから約 40 年に及





いるという点である。本論文では、この 2 つの特徴が「101 日物語」にどのように作用
し、クリュス文学の特徴ともいえる素朴な世界観(Naivität) を形成しているのか、明らか
にすることを試みる。 
本論文は、2 部構成で論を進めていく。第 1 部では、「101 日物語」の詩学的特徴に焦点
を当てる。同作品は、17 作品に連なる物語であり、その構造は複雑である。第 1 章では、
クリュスが「101 日物語」の構想を得てから、完成させるまでの経緯を確認することで、
各作品に共通する詩学的特徴から、「101 日物語」の物語構造に隠された意図を考察する。









                                                   
33 Vgl. : James Krüss: Naivität und Kunstverstand.  Gedanken zur Kinderliteratur.  
Weinheim und Basel: Beltz Verlag, 1992, S.218. 以下、同書からの引用は、Naivität と
略記し、ページ数を記す。 
34 Vgl. : Insulaner, S. 100. 
ブルーメンザートはその多様な物語と物語構造の特異性を、「万華鏡のような物語」と称
している。Vgl. : Heinz Blumensath: Kaleidoskop-Geschichten.  In: Sechs Jahrzehnte, 
S.39. 
35 Kerstin Ott: Die Utopie der Glücklichen Inseln. Wandlungen und Konstanten im 










ていく。第 1 章ではクリュスの故郷でもあるヘルゴラント島、第 2 章ではハンブルクを中








第 1 部 「101 日物語」における詩学的特徴と「語り」の効用 
 
1976 年、クリュスは、彼の原稿審査係であるネレ・プリューファーに宛てた手紙の中で、
「全 101 日物語には構成図式がある」37 と述べている。第 1 部では、この言葉に示された
「101 日物語」における物語構造を考察することで、その構造が、クリュス作品に共通する
世界観とどのように関連しているのかを明らかにすることを試みる。第 1 章では「101 日物
語」における複雑な物語構造を取り上げ、クリュスが「101 日物語」を創作した意図を明ら






第 1 章 「101 日物語」の構想と成立 
本章では、クリュスが構想した「101 日物語」の物語構造を明らかにする。第 1 節では
「101 日物語」の構想を得てから成立までの経緯、第 2 節では「101 日物語」における物語
構造の特徴を考察する。第 3 節ではシリーズ順に従った、各作品の梗概を示す。第 4 節に
おいて、クリュスが「101 日物語」を構想した目的を明らかにする。 
 




ひとつの物語として完成させる「101 日物語」の執筆であった。「101 日物語」は全 17 作品
から成る大作である。これら全ての作品は、「101 日物語」として新たに執筆されたわけで
はなく、クリュスがそれまでに出版した代表作品も含まれている。ここでは、「101 日物語」
の構想を得た 1978 年を境に、加筆された作品と、新たに執筆された作品に分類し、「101 日
物語」が完成するまでの経緯を確認していく。 
                                                   
37 James Krüss: Brief an Nele Prüfer, 10.12.1976.  In: Zyklisches Erzählen, S. 19. 





以下の 10 作品である39。 
 
1956 年『ロブスター岩礁の灯台』(Der Leuchtturm auf den Hummerklippen)40 
1958 年『風の彼方の幸せの島』 (Die Glücklichen Inseln hinter dem Winde)41 
1959 年『曾おじいさんと僕』 (Mein Urgroßvater und ich)42 
1962 年『ティム・ターラー あるいは売られた笑い』 
(Timm Thaler oder Das verkaufte Lachen)43 
1967 年『曾おじいさん、英雄と僕』 (Mein Urgroßvater, die Helden und ich)44 
1969 年『ユーリエおばさんの家にて』 (In Tante Julies Haus)45 
1973 年『すべての風からの物語 あるいは嵐の中のユーリエおばさんの家』 
(Geschichten aus allen Winden oder Sturm um Tante Julies Haus)46 
1977 年『ロブスター岩礁の夏』 (Sommer aus den Hummerklippen)47 
                                                   
39 特に初期の作品は、加筆、修正を繰り返しおこなっているため、各版によって作品のタ
イトルに違いがある。ここでは初版のタイトルを挙げる。 
40 初版 James Krüss: Der Leuchtturm auf den Hummerklippen.  Ill. : Jutta Benecke- 
Eberle.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1956.  
41 初版 James Krüss: Die Glücklich Inseln hinter dem Winde. Erzählt von Kapitän zur 
See Daworin Madirankowitsch. Aufgeschrieben von James Krüss.  Ill. : Eberhard 
Binder- Staßfurt.  Ost-Berlin: Neues Leben, 1958.  
本作品は東ドイツで出版された後、西ドイツでは 1959 年から 1960 年にかけて、前後編と
して出版された。( James Krüss: Die glücklich Inseln hinter dem Winde.  Erzählt von 
Kapitän zur See Daworin Madirankowitsch. Aufgeschrieben von James Krüss.  Ill. : 
Eberhard Binder- Staßfurt. Bd1-2.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1959-1960. )  
Vgl. : Zyklisches Erzählen, S.367.  
42 初版 James Krüss: Mein Urgroßvater und ich. Mit mehr als 250 Bilden garniert von 
Jochen Bartsch.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1959. 
43 初版 James Krüss: Timm Thaler oder Das verkaufte Lachen.  Roman, 
hauptsächlich für junge Lesser von James Krüss.  Hamburg: Verlag Friedrich 
Oetinger, 1962.  
44 初版 James Krüss: Mein Urgroßvater, die Helden und ich.  Geschmückt und 
anschaulich gemacht durch mehr als 150 Illustrationen von Jochen Bartsch.  
Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1967.   
45 初版 James Krüss: In Tante Julies Haus. Mit Fantasie und Feder reich geschmückt 
von Jochen Bartsch.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1969. 
46 初版 James Krüss: Geschichten aus allen Winden oder Sturm um Tante Julies Haus.  
Mit Fantasie und Feder reich geschmückt von Jochen Bartsch.  Hamburg: Verlag 
Friedrich Oetinger, 1973.  
47 初版 James Krüss: Sommer auf den Hummerklippen.  Zeichn. von Rolf Rettich.  
Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1977. 
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1977 年『ロブスター岩礁の来客』 (Gäste auf den Hummerklippen)48 






















 出版済みの 10 作品への加筆に加え、クリュスは「101 日物語」のために、新たに作品を
執筆した。それは、以下の 7 作品である。 
 
                                                   
48 初版 James Krüss: Gäste auf den Hummerklippen.  Zeichn. Von Rolf Rettich. 
Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1978. 
49 初版 James Krüss: Paquito oder Der fremde Vater.  Zeichn. Von Rolf Rettich. 
Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1978.   
50 Vgl. : Zyklisches Erzählen, S.149. 
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 1979 年『ティム・ターラーの人形 あるいは売られた人間愛』 
          (Timm Thalers Puppen oder Die verkaufte Menschenliebe)51 
1980 年『アマディート あるいは小さな少年と僕』 
(Amadito oder Der kleine Junge und ich)52 
1982 年『ジグナール・モリー あるいは牝牛に乗った旅』  
(Signal Molly oder Die Reise auf der Kuh)53 
1983 年『ロブスター岩礁からの友人 あるいは白い鳩の洞窟』 
         (Freunde von den Hummerklippen oder Die Höhle der weißen Taube)54 
1984 年『ロブスター岩礁のクリスマス』 (Weihnachten auf den Hummerklippen)55 
1985 年『ロブスター岩礁からの別れ』 (Abschied von den Hummerklippen)56 




全 17 作品に及ぶ「101 日物語」は、1986 年の『ネレ』の出版をもって、ようやく完成し





                                                   
51 初版 James Krüss: Timm Thalers Puppen oder Die verkaufte Menschenliebe.  
Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1979.  
52 初版 James Krüss: Amadito oder Der kleine Junge und ich.  Zeichn. Von Rolf 
Rettich.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1980.  
53 初版 James Krüss: Signal Molly oder Die Reise auf der Kuh.  Zeichn. Von Rolf 
Rettich. Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1982.  
54 初版 James Krüss: Freunde von den Hummerklippen oder Die Höhle der weißen 
Taube.  Zeichn. Von Rolf Rettich. Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1983. 
55 初版 James Krüss: Weihnachten auf den Hummerklippen.  Reich mit Zeichn. vers. 
von Rolf Rettich.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1984. 
56 初版 James Krüss: Abschied von den Hummerklippen.  Reich mit Zeichn. vers. von 
Rolf Rettich.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1985. 
57 初版 James Krüss: Nele oder Das Wunderkind.  Hamburg: Verlag Friedrich 
Oetinger, 1986.  








第 2 節 「101 日物語」における物語構造の特徴 
 クリュスは、17 作品をひとつの物語としてまとめる為、枠構造の採用、「101 日」という
日付による章立て、主人公ボーイの登場という物語構成を利用している。これらの特徴は、
第 1 節において確認してきた「101 日物語」の構想に伴う加筆の特徴と一致する。第 2 節で




 クリュスは 17 作品を連ねる方法として、枠構造(Rahmenstruktur) を採用した。もとも
と、数多くの短編小説を手掛けていたクリュスにとって、枠構造は頻繁に用いた手法であっ
た。 
 「101 日物語」における枠物語 (Rahmenerzählung) は、1 日目から 101 日目という日















ている。「101 日物語」に内在された枠内物語の数は、物語数 163 編59、詩の数 213 編の合













2. クリュスが「101 日」に賦与した意味 
 「101 日物語」の加筆に伴い改変された物語構成のひとつとして、日にちによる章立てを
挙げることが出来る。「101 日物語」に属する 17 作品は、作品毎に異なるストーリーを有し
ており、物語として独立している。これらの作品をひとつの物語として関連付けるため、ク
リュスは日にちによる連続性を各作品に加筆した。『ロブスター岩礁の灯台』は 67 日目か
                                                   














Vgl. : Zyklisches Erzälen, S.62. , James Krüss: Die Geschichten der hundertundein 
Tage.  In: Naivität, S.223. および、ロバート・アーウィン『必携アラビアン・ナイト 
物語の迷宮へ』平凡社 1998 年 194 ページを参照した。 
13 
 




2 作品で 7 日間が割り当てられている。唯一、3 日間の章立てとなる作品は、『ロブスター
岩礁からの友人』である。これらの日にちを合計すると 101 日となる仕組みである62。 
この 101 日は、連続する日付ではないという特徴がある。「101 日物語」の主人公ボーイ
に注目すると、彼は 1 日目となる『ロブスター岩礁の夏』では 8 歳の少年として、8 日目と




おいて抜粋された 101 日である、ということが読みとれる。 









                                                   
62 101 日による章立ては、他作品にも取り入れられており、短編物語をまとめた『飛ぶ絨
毯』(Der fliegende Teppich, 1976)でも、同様の特徴を見ることが出来る。この作品は、
「101 日物語」とは異なり、1 日 1 つの物語および詩を読むための物語集という位置づけ
である。日割りではないが、『新しいオウムの本 全 4 巻』(Das neue Papageienbuch Bd. 
1-4, 1979-1981) では 1 年を通して毎日曜日、全 52 日分の章構成となっている。このよう
にクリュスは、日あるいは週による物語構造を好んで採用しており、「101 日物語」はその
集大成というべき作品であろう。 
Vgl. : James Krüss: Der friegende Teppich.  Geschichten und Gedichte für 101 Tag mit 
226 Zeichnungen von Rolf Rettich.  Hamburg: Verlag Friedrich Oetinger, 1976. 
Vgl. : James Krüss: Das neue Papageienbuch.  Bd.1-4.  Stuttgart: Boje Verlag, 1979-
1981. 



























                                                   
morgen. Da werde ich letzte Hand an dieses Segel legen; und dabei läßt es sich gut 
erzählen. Kommen Sie morgen um die gleiche Zeit wie heute zu mir. Gut?“ „Gut“, sagte 
ich. „Ich werde pünktlich dasein.“ (…) Ich war jedenfalls sehr gespannt, wie es mit 
diesem Markus Marre weitergehen würde, als ich am folgenden Tag, einem Mittwoch, 
um die gleiche Zeit wie am Tage zuvor bei Hauke Sievers eintrat.   
James Krüss: Leuchtturm auf den Hummerklippen.  Ravensburg: Otto Maier Verlag, 
1988, S.56f. 訳出にあたって、本稿における引用は全て筆者による訳である。 
64 James Krüss: Zur graphischen Darstellung des Zyklus „Die Geschichten der 101 









日物語」はボーイの成長物語となる。第 1 作目ではヘルゴラント島に暮す 8 歳の少年であ
ったボーイが、戦争を経て、作家となる。成功を掴んだボーイは、グラン・カナリア島へ移
り住み、最終作品では 50 歳を過ぎた男として描かれ、子どもの頃の思い出のロブスター岩
礁を訪ねる。このように、クリュスは、8 歳から 50 歳まで、およそ半世紀に渡って年齢を





第 3 節 「101 日物語」の梗概 
「101 日物語」は、成立順とは異なる、101 日の日付に従ったシリーズ順が存在している。





＊ 1 日目～4 日目  『ロブスター岩礁の夏』 (Sommer aus den Hummerklippen, 1986)67 
＊ 5 日目～7 日目  『ロブスター岩礁の来客』 (Gäste auf den Hummerklippen, 1986)68 
                                                   
65 James Krüss : Die Geschichten der 101 Tage.  Mit Bildern vers. von Rolf Rettich. 
(In 17 Bdn.)   Ravensburg: Otto Maier Verlag, 1986-1989.  (Ravensburger 
Taschenbuch; Bd. 1561-1577)  
66 『ティム・ターラー あるいは売られた笑い』および『パキート あるいは見知らぬ父
親』は、クリュスによるテーマの記載はない。 














＊ 8 日目～14 日目  『曾おじいさんと僕』 (Mein Urgroßvater und ich, 1987)69 








＊ 15 日目～21 日目 『曾おじいさん、英雄と僕』  
  (Mein Urgroßvater, die Helden und ich, 1987)70 
            (真の英雄と偽の英雄の物語) 
1．語り手：ボーイ、曽祖父など 
2．場所：ヘルゴラント島 




                                                   





＊ 22 日目～28 日目 『ユーリエおばさんの家にて』 (In Tante Julies Haus, 1986)71 
            (ABC の物語前半) 






特徴を議論する。同作品には、1 週間かけて話し合いを重ねた A から L まで
の詩・物語が記載されている。 
 
＊ 29 日目～35 日目 『嵐の中のユーリエおばさんの家』 
  (Sturm um Tante Julies Haus oder Geschichten aus allen Winden, 1986)72 






Ⅿから Z までの詩・物語が記載されている。 
 
＊ 36 日目～42 日目 『ティム・ターラー あるいは売られた笑い』 
                     (Timm Thaler oder Das verkaufte Lachen, 1987)73 
1．語り手：ティム・ターラー     聞き手：ボーイ 
2．場所：ライプツィッヒ 



























＊ 50 日目～52 日目 『ロブスター岩礁からの友人 あるいは白い鳩の洞窟』 



















＊ 53 日目～59 日目 『パキート あるいは見知らぬ父親』  
(Paquito oder Der fremde Vater, 1987)76 








＊ 60 日目～66 日目 『ティム・ターラーの人形 あるいは売られた人間愛』 



















＊  67 日目～73 日目 『ロブスター岩礁の灯台』 
(Der Leuchtturm auf den Hummerklippen, 1988)78 
            (人間と動物の物語 あるいはユーリエおばさんの大冒険) 
1．語り手：ハウケ・ジーヴァース (Hauke Sievers)  聞き手：ボーイ 
語り手(枠内物語) 
ロブスター岩礁にて：ヨハン、ユーリエ、カモメのアレクサンドラ (Alexandra)、
水の精マルクス・マレ (Markus Marre)など 









＊ 74 日目～80 日目  
『風の彼方の幸せの島  あるいはユーリエおばさんの旅の終わり』                






長を訪ねる。1945 年と 1956 年の 2 度にわたり、幸せの島を訪れる機会を得
たダード船長は、その冒険をボーイに語る。その旅には、彼の他にも、ユーリ











＊ 81 日目～87 日目 『ジグナール・モリー あるいは牝牛に乗った旅』 
                      (Signal Molly oder Die Reise auf der Kuh, 1988)80 
(愚か者の物語) 








＊ 88 日目～94 日目 『アマディート あるいは小さな少年と僕』 
                     (Amadito oder Der kleine Junge und ich,1988)81 
(ABC を発見する以前の物語) 
1．語り手：ボーイ、アマディートなど 















＊ 95 日目～97 日目 『ロブスター岩礁のクリスマス』 
(Weihnachten auf den Hummerklippen, 1988)82 
＊ 98 日目～101 日目 『ロブスター岩礁からの別れ』  
                       (Abschied von den Hummerklippen, 1989)83 




















「101 日物語」における 17 作品において、その登場人物や、物語の舞台となる場所、作
                                                   
82 同書からの引用は、Weihnachten と略記し、ページ数を記す。 
83 同書からの引用は、Abschied と略記し、ページ数を記す。 








も維持している。このように、「101 日物語」は 17 作品が連なるひとつの物語を形成すると
同時に、独立した 17 作の物語として成立している。 
 



















簡単にクリュスの生涯を紹介しておこう86。1926 年 5 月 31 日、クリュスは電気技師の父ル




派生した名前である。しかしながら、クリュスが「101 日物語」の主人公を Boy と名付け
た理由は明らかになっていない。Vgl.: Zyklisches Erzälen, S.12. 
86 クリュスの生涯を記載するにあたり、以下の文献を参考とした。 

















グラン・カナリア島の自宅で死去した。同年 9 月 27 日夕刻、その遺灰はヘルゴラント島に
運ばれ、彼の遺言に従って水葬された91。 
                                                   
Vgl. : Ada Bieber: James Krüss.  In: James Krüss.  In: Kurz Franz, Günter Lange u. 
Franz-Josef Pazrhuber  (Hrsg.) : Kinder- und Jugendliteratur.  Ein Lexikon.  




Vgl. : Ada Bieber : James Krüss.  In: Kurz Franz, Günter Lange u. Franz-Josef 
Pazrhuber  (Hrsg.) : Kinder- und Jugendliteratur. Ein Lexikon.  Meitingen: Corian-
Verlag, 1995ff, S.1. 
88 初版: James Krüss: Der goldene Faden.  Vier Legenden.  Reinbek bei Hamburg: 








家クリュスの才能を評価している。Vgl. : Erich Kästner: Nachwort eines älteren 
Kollegen  In: James Krüss: Der wohltemperierte Leierkasten.  München: cbj Verlag, 
1989, S. 123-125. 
90 Vgl. : Insulaner, S.21-42. 











におけるボーイの役割は大きく 3 種類に分けられる。1 つ目は、ボーイが多数の語り手の一
人として登場する場合、2 つ目は枠内物語の登場人物として物語の経過を追いながら、単独
で語り手を務める場合、3 つ目は「語り」の聞き手となる場合である。 














                                                   
92 ボーイがクリュスをモデルとした人物であるという見解は、ドーデラーをはじめとする
研究者らも指摘している。Vgl. : Insulaner. あるいは、Vgl. : Kerstin Ott: Die Utopie der 
Glücklichen Inseln. Wandlungen und Konstanten im Werk von James Krüss.  












































   
  時間を止めろ。時を忘れろ。私は、君たちに物語を語ろうと思う。私たちは時間の中を
戻ったり進んだり、歩き回ろうではないか。過去や現在をさまよい、時には未来に目を









  私は、1 人の 8 歳の子供として、子供たちの中の一人として、君たちの間に腰を下ろし






日目から 49 日目までの物語を聞こう98。 
                                                   
96 Haltet die Uhren an. Vergeßt die Zeit. Ich will euch Geschichten erzählen. Wir 
wollen in der Zeit zurück und vorwärts wandern, Vergangenheit und Gegenwart 
durchstreifen und manchmal Blicke in die Zukunft tun. Die 101 Geschichtentage 
meines Lebens, an denen ich Geschichten hörte oder auch erzählte, sie werden euch 
hier nacherzählt, vom ersten bis zum hundertersten Tag.  Sommer, S.1. 
97 Ich sitze unter euch, acht Jahre alt, ein Kind unter Kindern. Kommt mit zu einer 
kleinen Insel in der Nordsee und laßt euch die Geschichten des ersten bis vierten Tages 
erzählen.  Sommer, S.2. 




























                                                   
hart es ist, wenn man nicht weinen kann. Kommt mit zur Hafen-, Hanse-, Elb-, und 
Weltstadt Hamburg und laßt euch die Geschichte des dreiundvierzigsten bis 
neunundvierzigsten Tages erzählen.  Nele, S.2. 
99 Ich sitze unter euch in einer blau-weiß gestreiften Badehose, fast so bekleidet wie 
die Ureinwohner dieser Inseln, um euch und einem kleinen Jungen, der noch nicht zur 
Schule geht, von der Zeit zu berichten, in der das Abc noch nicht erfunden war. Kommt 
mit zur Inzel Lanzarote, in Lava, Sand und Sonnenschein.  Amadito, S.2. 

























「101 日物語」が完成するちょうど 10 年前の 1976 年、クリュスは 50 歳の誕生日に合わ
せ、ヘルゴラント島を訪れた。その 2 年後の 1978 年に「101 日物語」の創作に着手したこ
                                                   
101 Der Zyklus beginnt daher, weil ich ihn konzipierte, als für alle Deutschen alle 
Grenzen fest geschlossen waren, mit Geschichten vom Wünschen, Träumen und 
Reisen. Und er endet daher, weil ich ihn abschloß, als unser Planet voller 
lebensbedrohender atomarer Spargelbeete war, mit Geschichten vom Tod und vom 
Schicksal des Menschen.  Die Geschichten, die zwischen diesen Polen erzählt werden, 
hängen allesamt – wie die vom Anfang und vom Ende – mit meiner Zeit und meinem 
Leben zusammen, da da Erzählen von Geschichten ja nichts anderes als Leben ordnen 
ist. (…) “ Meine Bücher geschrieben – ein Leben in Ordnung gebracht. “ 


















                                                   




第 2 章 「101 日物語」の円環構造 
 クリュスは「101 日物語」を構想した際、17 作が連なる物語として成立させることに加






第 1 節 クリュスが構想した円環構造 
 クリュスは「101 日物語」について、「17 作品は円を描くように並び、それぞれの作品が
















                                                   
103 James Krüss: Die Geschichten der hundertundein Tage.  In: Naivität, S. 222. 
104 James Krüss: Die Geschichten der hundertundein Tage.  In: Naivität, S. 222. 
105 James Krüss: Zur graphischen Darstellung des Zyklus „Die Geschichten der 101 
Tage. “  Die Geschichten der 101 Tage.  In: Sechs Jahrzehnte, S. 46.  
32 
 
ナール・モリー』における愚か者の物語のように、互いに対立している106。   
 
 
                                                   
106 Kyklos heißt Kreis, und der Zyklus „Die Geschichten der 101 Tage“ läßt sich 
graphisch nur kreisförmig darstellen, und zwar durch einen Kreis mit sechzehn 
Radien, die man auch Strahlen eines Sterns nennen kann.  Nur in einer solchen 
Anordnung – bei der man dann die Kreislinie auch weglassen kann – wird klar, was in 
einer linearen Arordnung nicht sichtbar werden würde : daß nämlich alle Bände des 
Zyklus über den Mittelpunkt des Kreises zusammenhängen und daß sich 
gegenüberstehende Bände entweder ergänzen, wie zum Beispiel die Geschichte des 
jungen Timm Thaler ( »Timm Thaler oder Das verkaufte Lachen« ) und die des älteren 
Timm Thaler ( »Timm Thaler oder Die verkaufte Menschenliebe« ), oder einander 
entgegengesetzt sind, wie etwa die Heldengeschichten in »Mein Urgroßvater, die 
Helden und ich« und die Narrengeschichten in »Signal Molly oder Die Reise auf der 
Kuh«.    James Krüss: Zur graphischen Darstellung des Zyklus „ Die Geschichten 
der 101 Tage. “  In: Sechs Jahrzehnte, S.46. 
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107 
 
                                                   
107 James Krüss: Zur graphischen Darstellung des Zyklus „Die Geschichten der 101 




                                      108 
                                                   
108 Vgl. : James Krüss: Zur graphischen Darstellung des Zyklus „Die Geschichten der 




日物語」に属する 17 作品を、中点を介して円形を形作るように、16 の位置109 に配列して
いる。この時、最初の巻である『ロブスター岩礁の夏』と『ロブスター岩礁の来客』、およ
び最終巻である『ロブスター岩礁のクリスマス』と『ロブスター岩礁からの別れ』は、前後





からの友人 あるいは白い鳩の洞窟』が、円環図における 8 番目の位置に置かれる。上記の












17 作品中、唯一 3 日間となっており、「101 日物語」において特異な作品であることが推測
される。さらに本作品は作中に、上述した円環図と同様の物語構造が示され、その円環図の
                                                   






る。 Vgl. : James Krüss: Zur graphischen Darstellung des Zyklus „Die Geschichten 









は、― 放射状の中心点を超えて ― 常に互いに、テーマとなる同じ数字、あるいは同
じ事柄や人物の物語が向き合っている。3 が位置している箇所は数字の 3 が重要であ
り、7 が位置する個所は数字の 7 が、10 が位置する個所は数字の 10 を有している。と
ころで、中央の垂直を成す F と書かれた場所は、寓話 (Fabeln) がテーマとなり、G と
書かれた場所は物語の語り手 (Geschichtenerzähler) が、O と書かれた場所はオデュ




たものである。同作品は 50 日目から 52 日目を描いた作品であるが、円環図の左半分には
                                                   
110 Freunde, S. 173. 
111 Das ist zwar einfach zu erklären, aber dennoch raffiniert. Hier liegen nämlich - 
über den Mittelpunkt des Sterns hinweg - immer Geschichten einander gegenüber, die 
entweder die gleiche Zahl zum Thema haben oder die gleiche Sache oder Person. Wo 
eine Drei steht, spielt die Drei eine Rolle, wo eine Sieben steht, die Siebenzahl und 
dort, wo eine Zehn steht, halt die Zehn. Dort aber, wo ein F steht, senkrecht in der 
Mitte, geht´s um Fabeln, dort, wo ein G steht, um Geschichtenerzähler, dort, wo ein O 
steht, um Odysseus, und wo ein D steht, geht´s um die Orakelstätte und den Schatz 
von Delphi.  Freunde, S. 173. 
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112 „Als ich mit Dappi zum Leuchtturm gefahren bin, da war unsere erste Geschichte, 






























                                                   
Geschichtenerzähler. Und jetzt fahre ich zurück, und in der letzten Geschichte, die du 
eben erzählt hast, wird einer zum Schluß Geschichtenerzähler.“ „Wenn Anfang und 
Ende sich gleichen, dann gibt es eine Kreisfigur“, sagte Tante Julie.  Gäste, S. 165. 
39 
 
第 2 節 円環図を構成するペア作品の意味 
 「101 日物語」における円環図の中心には、oder という接続詞が記されている。これは、
「101 日物語」の中心に位置する 8 作目『ロブスター岩礁からの友人』の題目と副題をつな
ぐ接続詞である。この oder が中心点に記載されることによって、円環によって向かい合う
2 つの作品が対を成していると考えられ113、全部で 7 つのペアを作ることが出来る114。以
下、7 つのペア作品の共通点や相違点から、対を成す意味を考察していく。 
 














                                                   


























2.  第 2 巻『曾おじいさんと僕』と第 14 巻『アマディート』において示された言葉の使用
と創作の楽しみ 


































































4.  第 4 巻『ユーリエ』と第 12 巻『幸せの島』において示された日常生活の中の幸せと人
類にとっての幸せな社会 















































































































































第 3 節 円環構造が「101 日物語」に与える効果 
 「101 日物語」における円環構造について、2 つの特徴を確認してきた。1 つ目は、始点















また、枠内物語も同様に円環的特徴が確認出来る。「101 日物語」は、「夏の ABC」(Das 
Sommer ABC, Sommer, S. 11. )、「最初の語り手の物語 あるいは黒い鳩の穴」(Die 
Geschichte vom ersten Geschichtenerzähler oder Die Höhle der schwarzen Taube, 
Sommer, S.21ff.) という順番で始まり、「最後の語り手の物語 あるいは灰色の鳩の穴」 
(Die Geschichte vom letzten Geschichtenerzähler oder Die Höhle der grauen Taube, In: 








































                                                   
121 Die Geschichte von den Spitznamen des Herrn Lingen ist die Geschichte einer 
Wette. Sie fängt damit an, daß zwei Männer wetten, und sie hört damit auf, daß einer 
die Wette gewinnt und der andere sie verliert. Punktum! Alles andere gehört nicht in 
die Geschichte hinein. Denn eine Geschichte, Boy, muß sein wie eine Schlange, die sich 
in den Schwanz beißt. Sie muß rund sein und ganz und gar mit sich selber beschäftigt. 
So wie die Schlange, wenn sie ihren Schwanz in den Mund nimmt, nun weder Anfang 
noch Ende hat, so muß das Ende einer Geschichte wieder in den Anfang schlüpfen.  
Urgroßvater, S. 174f. 






















第 1 節 声が生み出す「語り」の利点 


















                                                   
123 Vgl. : Wiebke Kramp: Helgoland.  Reisereif für die Insel.  Hamburg: Koehlers  
Verlagsgesellschaft mbH, 2011, S. 56.  また、ミュンヘン国際児童文学館所蔵のクリュ





















めての「語り」の場に集まった 4 人の語り手が最初の文字である A について考察する場面
である。 
 





                                                   
124 Ich gestehe unumwunden, daß ich eine gut erzählte Geschichte jeder gelesenen 
vorziehe. (…) Als ich das Märchen von der Wurst und dem Mäuschen, das mein 
Großvater mir wieder und wieder erzählt hatte, zum erstenmal bei Grimm nachlas, 
war ich erschrocken über die Dürre des Textes. Zwar wurde die Handlung exakt 
referiert; aber der Gestus der gesprochenen Sprache fehlte mir. Die Geschichte war 
























                                                   
125 „Der A-Laut zum Beispiel ist hell wie der Tag oder der Strahl oder der Glanz.“ „Und 
wie steht es mit Abend und Schatten und Nacht?“ fragte Dr. Beutelbach. „Und findest 
du, es klingt hell, wenn ich sage: Blaß standen im Garten die Schattenmorellen?“ Jetzt 
saßen vier Leute nachdenklich da, bis dem fünfzehnjährigen als erstem etwas einfiel. 
„Was“, fragte er, „verbindet denn Tag und Abend und Nacht und Schatten?“ Als die drei 
anderen noch nachdachten, antwortete er sich selbst: „Es ist das Licht.“  Julie, S.20. 
126 Wir Zuhörer trommelten Beifall auf den Tisch und die Lehnen der Stühle, als Dr. 
Butelbach mit seiner Geschichte zu Ende war. Jemand aber seufzte ins 
Beifalltrommeln hinein: „Ach, war das schön! “ Es war Mamke, unsere alte 
Gastgeberin, die da seufzte, und wir lächelten über sie. Timm Thaler aber hob sein 
Glas und rief: „Ein Prost auf die schönen Geschichten!“ Auf dieses Prost gaben wir gern 
Bescheid. Dann aber verlangte Sandmann zu wissen, was die Geschichte Toms, des 
Trommlers, denn mit der Abc-Forschung zu tun habe, und Mamke, die Alte, fragte das 























私は出掛けた…         Ich ging in einer … 
大いに気を付けろ         Gib fein acht, 
大いに気を付けろ         Gib fein acht, 
大いに気を付けろ         Gib fein acht, 
私は真っ暗な夜へ出掛けた。    Ich ging in einer finstern Nacht.  
ウ、フー、フー!         U! Hu! Hu! 
                                                   
127 Vgl. : Bettina Hürlimann: Europäische Kinderbücher in drei Jahrhunderten.  
München, Hamburg: Siebenstern Taschenbuch Verlag, 1968, S. 189. 
ベッティーナ・ヒューリマン(野村泫訳)『子どもの本の世界 / 300 年の歩み』福音館書店 
1969 年 299 ページ。 
128 Winfred Kaminski: Literarische Kinderkultur zwischen Wirklichkeit und 
Phantasie. Frankfurt a.M. / Köln, 2003, S.83. 
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  そこにやって来たのが…     Da kam ein wilder… 
  考えてごらん          Denk mal an, 
  考えてごらん          Denk mal an, 
  考えてごらん          Denk mal an, 
  そこに野蛮な泥棒がやって来た。 Da kam ein wilder Räubersmann. 


















                                                   
129 Leuchtturm, S.51. 
130 James Krüss: James´ Tierleben. Eine kleine Zoologie zur Unterhaltung und 
Belehrung und zum Lesen und Vorlesen für die ganze Familie in 99 gereimten 
Lektionen ausführlich dargestellt. Mit reicherm Bildschmuck von Erika Meier-Albert. 
München: Betz, 1965. 
131 Vgl. : James’Tierleben. -3 Folgen- Von und mit James Krüss. Mit Suzanne Doucet 
und Hans Clarin.  hr media, 1965. 
132 Vgl. : James Krüss oder Die Suche nach den glücklichen Inseln. Ein Film von 









第 2 節 語り手の役割 
声による「語り」は、語り手の影響を強く受ける。語り手の声質や音量、情感や雰囲気な
ど、「語り」の環境が、物語や詩に大きく作用するためである。それは同時に、語り手の特






 第 1 章第 2 節にて確認したように、ボーイは「101 日物語」の語り手であると同時に、枠
内物語の語り手である。彼は、物語 47 編、詩 67 編、合計 114 編の枠内物語を語る。その








































                                                   
133 Als ich am frühen Montagnachmittag bei ihm läutete, öffnete er mir selbst die Tür 
und begrüßte mich mit meinem Namen. „Ich habe schon gehört, daß Sie ein 
Büchermacher sind“, sagte er. „Das interessiert mich, weil ich nämlich ein 
Geschichtenerzähler bin. Leider kriege ich jedesmal einen leeren Kopf, wenn ich mich 
hinsetze und etwas aufschreiben will. Deshalb habe ich mir gedacht, daß Sie vielleicht 










作品である。2 人の関係は深く、少年のボーイは「小さなボーイ」(der kleine Boy) 、曽祖















                                                   
134 Er drechselte Holzkreisel für Kinder und Gedichte für Kinder.   Sommer, S.9. 
135 „Du, Urgroßvater, machen wir jetzt Gedichte?“ fragte ich. „Meinetwegen, Boy. Aber 
mir kommt eben ein Gedanke. Die Geschichte von Jonathan hat, wie ich dir eben 
erklärte, mit der Sprache zu tun. Wie wär‘s, wenn wir in dieser Woche, die du bei uns 
zubringst, lauter Geschichten und Gedichte zum besten gäben, die auch mit der 
Sprache zu tun haben?“ „Oooch“, sagte ich, „das ist aber langweilig. Das ist ja wie 
Grammatik in der Schule.“ „Wieso, Boy? Fandest du die Geschichte von Jonathan 
langweilig?“ „Nein, das nicht, Urgroßvater.“ „Na bitte, dann sind wir uns einig. Also 
abgemacht: nur über die Sprache?“ „Abgemacht!“ sagte ich. (…) „Was dichten 






























                                                   
136 „Wie fandest du die Geschichte? “ Ich sagte: „Sie war ent-zük-kend! Und wunderbar 
lang!“ „Aber die Moral ist kurz, Boy.“ „Ja, Urgroßvater! Sie heißt: Wer eine Geschichte 
zu erzählen anfängt, der darf nicht mit der Tür ins Haus fallen und keine allzu großen 
Umwege machen, sondern er muß mit ruhigen, sicheren Schritten auf sein Ziel 
losgehen.“ „O Boy, Boy!“ schrie mein Urgroßvater begeistert. „Ich wollte fast genau 































































                                                   
139 „Du dichtest doch nicht etwa, Jakob?“ fragte ich. „Doch, Boy“, sagte er schüchtern. 
„Ich dichte! Aber nur Gelegenheitsverse, verstehst du? Wenn deine Untergroßmutter 
mir böse ist, dann lege ich ihr abends einen Vers auf das Kopfkissen. Das hat sie gern. 






























                                                   
140 „Ein schönes Stück. Man kann sich so viel dabei denken.“ „Was haben Sie sich denn 
dabei gedacht, Frau Bebber?“ erkundigte sich der junge Herr. „Nu ja, Timm, zuerst war 
mir die Sache ziemlich unheimlich, das geb ich ehrlich zu. Aber zum Ende hin hab ich 
schrecklich lachen müssen. Und ich hab mir gedacht: Wo der Mensch lacht, hat der 






















































                                                   
141 „Aber ich habe noch eine andere Frage : Sie sind mutmaßlich niemals auf dem 
Leuchtturm auf den Hummerklippen gewesen? “ „Stimmt“, antwortete Hauke Sievers. 
„Aber woraus schließen Sie das? “ „Daraus, daß ein paar unbedeutende Kleinigkeiten 
in Ihrer Geschichte nicht gestimmt haben“, sagte ich. „Johann hat zum Beispiel 
niemals ein Fernrohr benutzt, das man auseinanderziehen und ineinanderschieben 
kann, sondern ein Doppelglas. Und bei Flut wird keineswegs die ganze Klippe 
überspült, sondern nur der untere Rand. Und das Gelaß, in dem Markus Marre 
eingesperrt war, ist kein Turmkeller, sondern ein Raum in der Klippe, etwas vom Turm 
entfernt. Und die Mole, die ins Meer hinausläuft, ist nicht gerade, sondern eine U-
förmige Mole, die ein kleines Hafenbecken umschließt. Und ... “ Leuchtturm, S.201f. 
142 Leuchtturm, S.202. 
143 Da streckte sich der Poltergeist und redete zum erstenmal seit zweiundzwanzig 
Stunden wieder. „Ob die Geschichte von Ommo und Gesine wirklich passiert ist?“ „Es 
ist vollkommen gleichgültig, ob die Geschichte passiert ist oder nicht“, antwortete 
Tante Julie. „Bei Geschichten kommt es nicht darauf an, daß sie wahr, sondern daß sie 
schön sind.“ „Das ist richtig“, sagte der Poltergeist. „Aber interessieren tät‘s mich 































                                                   
144 ケストナーもまた同様の主張を『点子ちゃんとアントン』においておこなっている。 




























                                                   
145 Ich klappte das Buch auf meinen Knien wieder zu und wollte Dappi gerade fragen, 
wie ihm die Geschichte gefallen habe, als ich Flügelklatschen hörte. Ich hob den Kopf 
und sah, daß die vier Möwen, die auf dem Bootsrand vorn am Bug gesessen hatten, 
erschrocken aufflogen. Anscheinend war es das Zuklappen des Buches gewesen, was 
sie so erschreckt hatte. Dappi lachte, als er sah, wie ich den Möwen nachstarrte, und 
sagte: „Die haben dir die ganze Zeit zugehört, die vier Möwen. Nun fliegen sie zurück 


























                                                   
146 „Ich bringe Stärkung“, keuchte die Möwe atemlos; denn sie war sehr schnell 
geflogen. Dann hopste sie auf Tante Julies Knie, und die Tante nahm ihr die 
Thermosflasche vom Halse, schraubte den Deckel ab und tat einen tiefen Schluck. (…) 
„Ich weiß, was ihr wollt“, sagte die Sonne. Sie schnitt sich mit einer zierlichen Schere 
eine Locke vom Kopf und reichte sie Gesine. Ommo aber schenkte sie einen kleinen 
tönernen Krug, der durch einen silbernen Deckel verschlossen war. „Wenn ihr Kraft 
und Mut braucht“, sagte sie, „dann trinkt daraus.“  (…) Dann nahm Tante Julie die 
Ruder in die Hand, und das Boot schoß gewaltig vorwärts – immer auf den Leuchtturm 
zu. Es war, als habe die Tante einen kräftigen Schluck aus dem Krug der Frau Sonne 





























                                                   
147 Als Johann auf seinem Klappstühlchen die Erzählung beendet hatte, hörte er den 
eingesperrten Wassermann hinter der Tür laut weinen. „Was ist denn los, Markus 
Marre?“ fragte er. „Warum weinst du denn?“ „Uhuu“, schluchzte der Wassermann. „Es 
war so eine rührende Geschichte. Ich möchte auch so ein guter Menschen wie Hinz 


























                                                   
148 „Was für eine Geschichte möchtest du hören?“ „Eine Weihnachtsgeschichte, 
Urgroßvater, die es gibt.“, sagte Katja. (…) „Die schönste Weihnachtsgeschichte, Frau 
Tatjana, ist immer noch diejenige, von der die andern alle abgeleitet sind, die aus der 
Bibel.“ (…) „Das war eine schöne Geschichte. Aber ... “ „Was: aber? “ fragte Hauke 
Sievers, während er die Bibel in das Regal zurückstellte. „Aber die Tiere“, sagte Katja. 
„Die Tiere sind in der Geschichte ganz vergessen, Leuchtturmwärter, der Ochse und 
der Esel und die Schafe.“ „Die kommen dafür in anderen Weihnachtsgeschichten vor“, 
sagte Katjas Mutter, „dazu in vielen, vielen Weihnachtsgedichten.“ (…) Katja 
wiederholte, als das Gedicht zu Ende war, ein bißchen träumerisch: „I-a. “ Dann aber 
sagte sie, wieder ganz wach. „Das war ein schönes Gedicht, Leuchtturmwärter. Aber 

























                                                   
dem die Kinder so schöne Geschenke bekommen.“   Weihnachten, S. 9-14. 
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古くはグリメウスハウゼン (Hans Jakob Christoffel von Grimmelshausen, 1621 あるいは
1622-1676) の『阿呆物語』(Der abenteuerliche Simplicissimus, 1668) や J.G.シュナーベ
ル(Johann Gottfried Schnabel, 1692-1751 あるいは 1752) の『フェルゼンブルク島』(Die 
Insel Felsenburg, 1731)150、ゲアハルト・ハウプトマン(Gerhart Hauptmann, 1862-1946)
の『アトランティス』(Atlantis, 1912)、ミヒャエル・エンデ (Michael Ende, 1929-1995) の










                                                   
149 Malte Dahrendorf: Inselmotiv.  In: Hrsg. : Klaus Doderer: Lexikon der Kinder- und 
Jugendliteratur Zweiter Band: I-O. Weinheim und Basel: Beltz Verlag, 1984, S.15. 
150 今日一般的に用いられている『フェルゼンブルク島』という表題は、1828 年、ルート
ヴィッヒ・ティークが改作を試みた時に名付けた題目である。1731 年、第 1 巻が公開さ
れた際、その表題は非常に長く、100 語以上に及ぶものであったそうである。同作品は公
表を期したことにより、1732 年に第 2 巻、1736 年に第 3 巻、1743 年に第 4 巻を刊行し































故郷であるヘルゴラント島、第 2 章ではハンブルクなどの都市、第 3 章ではグラン・カナ




                                                   
Blumensath: Kaleidoskop-Geschichten.  In: Sechs Jahrzehnte, S.41. 
152 物語 163 編、詩 213 編、全 376 編中、海辺や船、海底など海が舞台となる物語は 91




第 1 章 島における牧歌的な世界 
「101 日物語」は、ヘルゴラント島から始まり、ヘルゴラント島へ戻る船の上で終わる。
クリュス文学の中でも、この島は最も頻繁に登場し、その生活を垣間見ることが出来る場所
である。第 1 章では、ヘルゴラント島を中心にその社会像を考察することで、「101 日物語」
における島の役割を明らかにする。 
 
第 1 節 ヘルゴラント島に描かれる穏やかな日常 
 ヘルゴラント島は、ドイツ北西部の海岸から 70 キロ沖合、北海に位置する北フリジア諸
島の一部である。この島は、クリュスの生まれ育った場所であり、「101 日物語」では、ボ
ーイの子供時代が描かれている場所である。本節では、『曾おじいさんと僕』、『英雄』、『ユ






人気の旅先である。1830 年には心身共に疲労困憊したハインリッヒ・ハイネ ( Heinrich 
Heine, 1797-1856)が来訪し153、1842 年にはホフマン・フォン・ファラースレーベン 
(Hoffmann von Fallersleben, 1798-1874) が後のドイツ国歌となる「ドイツの歌」を詩作
した地としても知られている154。 
ヘルゴラント島は、2 つの島、西側の本島(Hauptinsel)155 と東側の砂洲 (Düne)156 によ







れている。 ハインリッヒ・ハイネ(井上正蔵他訳)『筑摩世界文學大系 26 ドイツ・ロマ
ン派集』筑摩書店 1965 年 290-300 ページを参照した。 
154 岡田朝雄、リンケ珠子『ドイツ文学案内増補改訂版』朝日出版社 2000 年 163-164
ページを参照した。 
155 本島は、南北の長さ 1600m、広さおよそ 1 ㎢ の小さな島である。Vgl. : Wiebke 
Kramp: Helgoland.  Reisereif für die Insel.  Hamburg: Koehlers 2011, S. 8ff. 
























                                                   
Vgl. : Wiebke Kramp: Helgoland.  Reisereif für die Insel.  Hamburg: Koehlers 2011, S. 
9, 75ff. 








演習の標的とした。 Vgl. : Wiebke Kramp: Helgoland.  Reisereif für die Insel.  
Hamburg: Koehlers 2011, S. 43ff. 
159 島は緊急車両以外の自動車は制限され、工場施設も建設されていないことにより、排
気ガスや有害物質が排出されていないこと、さらに花粉も蔓延していないことで、島の空
気は、酸素と要素の濃度が濃いことで知られている。 Vgl. : Wiebke Kramp: Helgoland. 























                                                   
160 Wir standen an jenem kalten Wintermorgen am Klippenrand der kleinen Insel 
Helgoland, die wie ein dreiekkiges Tortenstück mit roten und weißen Schichten in der 
grünen Nordsee liegt, wenn man vom Flugzeug auf sie niedersieht. Am Rande dieses 
Tortenstücks aus rot und weiß gestreiften Felsen standen wir also, gelehnt auf eine 
kleine Mauer, sahen das grüne Meer, das vor dem Sonnenaufgang grau gewesen war, 
sahen die kleine Sanddüne neben der Insel, die damals gerade die Form eines 
Schuhlöffels hatte, und sahen nieder auf die roten Dächer unter uns, die Dächer des 
kleinen Unterlandes am Fuße des Felsens.  Sommer, S.5f. 
161 Urgroßvater, S.8. 
162 Vgl. Helden, S. 208. 
163 Der Museumsplatz im Unterland war trotz seiner armselig wenigen Bäume und 
Bänke eine Art Park der Insel Helgoland. Hier saßen am Morgen des folgenden Tages 
die Alten in der ersten Frühlingssonne, und die ganz Jungen peitschten ihre Kreisel, 
machten Seilspringen oder hatten Tüten mit frischen Krabben zwischen den Knien 
und drehten das leckere Krabbenfleisch mit spitzen Fingerchen aus den Schalen.  





























                                                   
164 James Krüss: Meere.  In: Meyers Buch vom Menschen und von seiner Erde.  
Mannheim; Wien ; Zürich: Bibliographisches Institut, 1983, S. 92.  
165 Außerdem pustete der Seewind uns durch sämtliche Jacken und Pullover, so daß 
wir uns bald in unser Hummerboot, die Lederne Lisbeth, verkrochen und 
„Schiffbruch“ spielten. Wir taten so, als ob wir in einem Rettungsboot auf stürmischem 

















父』における「足を引きずるヨナタン」(Der hinkende Jonathan, Urgroßvater, S.11ff.) で
は、言葉にコンプレックスを抱えたロブスター漁師のヨナタンが、遭難していた一人の女性
を助けたことによって、自らの弱さを克服し、結ばれる物語である。『英雄』における「ヤ
ン・ヤンセンと美しいヴィオレット嬢の物語」(Die Geschichte von Jan Janssen und der 









                                                   
eine gefährliche Reise, auf der wir von Haien und Schwertfischen bedroht wurden. Ich 
mußte immerzu rufen: „Halten Sie sich ruhig, meine Herrschaften! “ Und Jonny hatte 




























                                                   
166 Den größten Vorteil von den Masern aber hatte ich. Weil es nähmlich eine 
ansteckende Krankheit ist, wurde ich umquartiert. Und so kam ich in die 
Trafalgarstraße zu meiner Obergroßmutter und meinem Urgroßvater. „Hallo, Boy!“ rief 
der, als ich mit Sack und Pack dort angezogen kam. „Willst du das Schiff wechseln? 
“ „Jawohl, Käptn!“ antwortete ich und legte die linke Hand an die Pudelmütze. „Man 
grüßt mit der rechten Hand“, sagte mein Urgroßvater. „Außerdem bin ich nicht der 
Kapitän. Der steht dort in der Tür.“ Er zeigte auf meine Obergroßmutter, die darüber 

















第 2 節 故郷としての島 
 「101 日物語」において、ヘルゴラント島には美しい自然の風景とそこで暮らす人びとの
穏やかな日常が描かれていた。また、この島は、幸せな家族像を描いた唯一の場所であった。










                                                   
167 Leuchtturm, S.25. 






























                                                   
169 Es gab einmal ein Inselchen mitten im Meer, das war nicht größer als ein kleiner 
Bauernhof. (sic) Es lag als ein einsamer Hügel in der weiten Wiese der See und wurde 
oft bis zur Hälfte vom Wasser überspült. Sein Boden trug nur wenig Frucht. Und doch 
lebten zwei alte Leute darauf: Ommo, der Fischer, und Gesine, seine Frau. Sie wohnten 
in einer kleinen Hütte, basaßen ein Boot und ein Netz und bebauten fleißig den 
























































                                                   
170 „Gerettet!“ sagte Onkel Harry aufatmend, und nun bestellte er einen steifen Grog 
für sich und eine Limonade für mich und erzählte den Leuten, die von den 
Gasthaustischen neugierig aufgestanden waren, sein Mißgeschick mit dem Aquarium. 
Alles lachte, und Krischon Hinker, der auch in der Gastwirtschaft saß, bestellte auf 
den Schreck hin einen Schnaps für den Goldfisch-Harry. Dieser Name, „Goldfisch-
Harry“, gefiel den Leuten außerordentlich. Der Name und die dazugehörige Geschichte 
wurden schon an diesem Abend bekannt in vielen Häusern unserer Insel. Als ich mit 
dem Obergroßvater und den beiden Onkeln Harry und Jasper in die Trafalgarstraße 
auf dem Oberland kam, da wußten die Nachbarn schon alles, und die Obergroßmutter, 





























                                                   
171 In alten Zeiten, als das Wünschen noch geholfen hat, war ich noch nicht geboren. 
Als ich zur Welt kam, half das Wünschen schon nichts mehr. Nur einmal hat es mir, 
glaube ich, doch geholfen. Das war an einem kalten Wintermorgen, als aus dem grauen 
Meer der Rand der Sonne sichtbar wurde.  Sommer, S.5. 


























                                                   











第 3 節では「101 日物語」における都市の役割を明らかにしていく。 
 
第 1 節 『ティム・ターラー』における経済社会 
 『ティム・ターラー』は、主人公の少年ティムと悪魔リュフェットの契約が描かれる。リ








                                                   
174 この伝統的なモティーフを採用した作品は、伝承文学から文学作品に至るまで数多く
存在しており、ドイツ文学においては、ゲーテ (Johann Wolfgang von Goethe, 1749-
1832) の『ファウスト』(Faust, 1808/1832)、シャミッソー (Adelbert von Chamisso, 
1781-1838) の『ペーター・シュレミールの不思議な物語』(Peter Schlemihls 
Wundersame Geschichte, 1814)、E. T. A. ホフマン (Ernst Theodor Amadeus 
Hoffmann, 1776-1822) の『大晦日の夜の冒険』(Die Abenteuer der Silvester-Nacht, 
1815)、ヴィルヘルム・ハウフ (Wilhelm Hauff,1802-1827)  の『冷たい心臓』(Das kalte 








































                                                   
177 Vgl. Timm, S.35f. 




























































                                                   
180 “Sehen Sie, Herr Tahler, die Menschheit ist in zwei Hälften geteilt, in Herren und 
in Diener. Unsere Zeit möchte diese Grenze verwischen; aber das ist gefährlich. Es 
muß Leute geben, die denken und befehlen, und solche, die nicht denken und die nur 




る貧困や社会の格差を指摘している。James Krüss: Naivität und Kunstverstand.  
Gedanken zur Kinderliteratur. Band 1.  Weinheim, Berlin, Basel: Verlag Julius Beltz 





























                                                   
182 „Es ist gewiß bedauerlich, was dieser Knabe getan hat. Aber so geht es in der Welt. 
Mit derselben Barbarei wie dieser Junge zertrampeln rohe Soldatenstiefel die 
wohlausgewogenen Werke eines feinen Kunstverstandes; aber wenn der Krieg vorbei 
ist, genehmigen dieselben Barbaren mit heruntergezogenen Mundwinkeln Zuschüsse 






























                                                   
183 Timm träumte, daß er in einer goldenen Kutsche, begleitet von Selek Bei zu Pferde, 
vor Frau Bebbers Bäckerladen vorführe – unter den Augen einer maulaufsperrenden 
Nachbarschaft. Der Junge im Turmzimmer vergaß für eine Weile sein verlorenes 






























                                                   
184 „Sie müssen lernen, Herr Thaler“, sagte Lefuet, „Ihr Lachen künftig durch 
Trinkgelder zu ersetzen. In den meisten Fällen macht Trinkgeld einen größeren Effekt 






 第 19 項 フロイライン・コルネリア・マグダレーナ・クヌープ（=ネレ）は、契約期間
中、決して泣かないことおよび一粒の涙を流さない義務を負う。 
第 20 項 その対価として、ムジーフォン社は、代表である社長は、上記条項の条件に
従い、フロイライン・クヌープが国際的な歌手としてキャリアを積む手助けをし、契約
期間中彼女にその状態を維持する義務を負う。 
















                                                   
185 §19 Fräulein Cornelia Magdalena Knoop verpflichtet sich, während der Dauer 
dieses Vertrages niemals zu weinen und nicht eine einzige Träne zu vergießen. 
§20 Dafür verpflichtet sich die Musifon, vertreten durch ihren Präsidenten, Fräulein 
Knoop nach den Bedingungen der obigen Paragraphen zu einer Karriere als 
internationale Sängerin zu verhelfen und ihr diesen Status für die Dauer des Vertrages 
zu erhalten. 
§21 Über die Dauer und ein mögliches Auslaufen des Vertrages wird in beidseitigem 




























                                                   
186 „Mit dir, meine Liebe, habe ich zum erstenmal eine Vertragspartnerin, die mich 
niemals mit Gefühlssoße bekleckert hat. Und nun, von keinerlei Gefühl gehemmt, 
können wir alles, was du bislang schon erreicht hast, noch gewaltig steigern: den 
Ruhm, die Einnahmen und den beschwingten Gang auf jenem Happy Way of Life, auf 
dem dich meine Musifon so weit gebracht hat. Und Tränen werden uns auf diesem 
Wege nicht behindern, was sehr wichtig ist; denn unsere Zeit ist hart. Da weint man 



























                                                   
187 „ ... ich bring doch solo nie ein Lied zustande. Daß einer ganz allein einen 
Erfolgsschlager macht, das kommt so gut wie überhaupt nicht vor. Schlager, Herr 
Doktor ...“, Max sprach jetzt eindringlich auch mit den Händen, „ ... Schlager sind 
Produkte, bei denen zum Erfolg sehr viel zusammenkommen muß: der Text und ob er 
in die Zeit hineinpaßt, die Melodie und wie sie arrangiert ist, die Stimme und was sie 
für eine Ausstrahlung hat. Sogar die Technik spielt dabei eine Rolle. Den  
Schlager ... “, Max verdrehte seine Augen, „ ... den Schlager machen doch nicht wir. 
Den macht – mit seiner Nase für den Zeitgeschmack – das Publikum. Wir helfen nur 






























                                                   
188 Diejenigen aber, mit denen Nele diese Schallplatten gemacht hat, (…) kämpfen mit 
immer neuen Platten und mit immer neuen Sängern noch immer mannhaft gegen das 
Vergessen an. Sie tun´s jedoch vergeblich: Was immer sie auch singen und erklingen 





























                                                   
189 „Was habe ich denn an mir, Boy, daß die mich jetzt so komisch anglotzen?“ fragte 
sie. „Ich bin doch noch dieselbe, auch wenn ich berühmt bin.“ „Nein, Nele.“ Ich 
schüttelte den Kopf. „Du bist nicht mehr dieselbe. Du kannst nicht auf der hellen 
Bühne der Berühmtheit stehn, die jedem sichtbar ist, und gleichzeitig im schützenden 
















































第 3 節 「101 日物語」における都市像 











                                                   
190 Die Presse – und diesmal nicht nur die Unterhaltungspresse – berichtete weltweit 
über das große Geschäft, das auf der kleinen Insel realisiert worden war. Es war ja das 
erste Mal in der Geschichte dieser Branche, daß von der Werbung für ein einziges Lied 
derart viel Geld – eine Million in Deutscher Mark – bezahlt worden war. Doch folgte 
für den Präsidenten auf das gute Geschäft eine sehr schlechte Presse, als ruchbar 
wurde, daß aufgrund der Wette Nele von dem weltweit bestaunten Honorar nicht einen 



























                                                   
191 In den großen Städten mit den breiten Straßen gibt es hinten hinaus heute noch 
Gassen, die so eng sind, daß man sich durch die Fenster von einer Seite zur anderen 
die Hand reichen kann. Wenn fremde Besucher, die viel Geld und viel Gefühl haben, 
zufällig in so eine Gasse geraten, dann rufen sie: Wie malerisch! Und die Damen 
seufzen: Wie idyllisch und romantisch! Aber das Idyllische und Romantische sind 
großer Humbug; den hinten hinaus wohnen Leute, die wenig Geld haben. Und wer in 
einer großen reichen Stadt wenig Geld hat, wird grämlich, neidisch und nicht selten 































































                                                   
192 Die glasierten bunten Hunde glänzten im Regen. Trotzdem sahen sie erbärmlich 
aus, wie sie da steif und hilflos unter den Wasserschauern ausharrten, in strenger, 
sinnloser Disziplin. Timm hatte das Gefühl, einer dieser Hunde zu werden, wenn es 


































第 1 節 「101 日物語」における 3 つの幸せの島 
「101 日物語」には、3 つの幸せの島が登場する。1 つ目はグラン・カナリア島、2 つ目
は『風の彼方の幸せの島』における幸せの島、そして 3 つ目は『曾おじいさんと僕』の枠内
物語である「陶器で出来たパビリオン」における「どこかにある島」(die Insel Irgendwo)












                                                   
193 Vgl. : Insulaner, S. 333. 
194 7 つの主要な島は、グラン・カナリア島、テネリフェ島、ランサローテ島、ラ・パルマ
島、ラ・ゴメラ島、エル・イエロ島、フエルテベントゥーラ島である。中村登流(下中直人
編)『世界大百科事典 5』平凡社 2007 年 508 ページを参照した。 



























                                                   
196 Wer kennt das Meer nicht, den gewaltigen Ozean, das große Wasser, das vom 
Horizont herrollt und uns weißschäumend vor die Füße schlägt, wenn wir an seinem 
Ufer stehn und schaun? Es ist so weit, wie unsre Augen reichen, und dehnt sich noch 
viel weiter aus. Wenn Sonnenschein ist, glitzert es und funkelt; bei Wolkenwetter ist es 
grau und trübe, weil es ein Spiegel ist, in dem sich immerzu der Himmel spiegelt.  
Amadito, S. 6. 
197 Der Ort, an dem ich die Geschichten in die richtige Reihenfolge bringe, ist eine 
Insel vor der Küste Afrikas. Hier waren einmal, so sagt man, die Glücklichen Inseln. 




























                                                   
Äpfel stahl. Hier war die Zeit stets anders als woanders. Hier lief man noch in 
Ziegenfellen oder Lendenschurzen, als Herr Kolumbus, reich gekleidet, von diesen 
Inseln aus Amerika entdeckte. Hier zählt die Zeit nach schönen Augenblicken. Drum 
haltet eure Uhren an. Vergeßt die Zeit. Ich will euch Geschichten erzählen.   Sommer, 
S.1f. 



























                                                   
199 (…) weil die Glücklichen Inseln der schönste Ort der Welt sind. Hier ist man reich 
ohne Besitz, hier ist man zufrieden ohne Rente, hier lebt man friedlich ohne Armee, 
und hier ist man glücklich, ohne die Menschen und Tiere zu fliehen.   
Leuchtturm, S. 199. 



































                                                   
201 „Das Gedicht ist sicher in diesem Pavillon entstanden“, sagte Miss Umbrella. 
„Nein“, antwortete Li Tai Pe, „der Pavillon ist aus dem Gedicht entstanden. Denn dies 
ist die Insel, auf der das Schöne wirklich wird.“ Nach diesen Worten schenkte er 
frischen Tee ein. Was die Reisenden in den folgenden Stunden im Pavillon aus weißem 
und grünem Porzellan erlebten, war – wie sie übereinstimmend berichtet haben – 





























                                                   
202 理想郷を意味するユートピアという言葉は、同作品に登場する「どこにも存在しない
場所」を意味する架空の島であり、現在では夢物語や空想社会のヴィジョン全てを指すよ


























                                                   
203 Inseln, S.60. 
204 Sie (= die Menschen) bastelten mit ihren geschickten Händen eine Reihe 
praktischer Sachen und machten mehrere nützliche Erfindungen. Sie erfanden das 
Feuerschlagen und das Kornpflanzen, das Dreschen und das Mehlmahlen, und sie 
erfanden auch den Backofen. Als sie dies alles erfunden hatten, da machten sie die 
allerschönste Erfindung, nämlich das Brotbacken. Jeder war hocherfreut darüber, und 
jeder half damals bei der Herstellung des Brotes mit: (…) Und als sie das Brot allein 
herstellen konnten, da gaben sie den Tieren nichts mehr ab. (…) Von da ab ging es 
bergab mit der Welt. Denn bald darauf erfanden die Menschen das Geld und das 
Schießpulver, und das Paradies verwandelte sich in das schreckliche Durcheinander, 






























                                                   
え」であると述べ、クリュス作品におけるケストナーからの影響を指摘している。 
Vgl. : Sven Hanuschek: Keiner blickt dir hinter das Gesicht. Das Leben Erich 
Kästners. , München: Carl Hanser Verlag, 2010, S. 361ff. ,  Vgl. : Kerstin Ott: Die 
Utopie der Glücklichen Inseln. Wandlungen und Konstanten im Werk von James 
Krüss. , Frankfurt am Main Phil.Diss. 1993, S. 53. 
206 „Weil sie immer heiter und hilfsbereit, mit allem zufrieden und zu jedermann 




























                                                   
207 Kerstin Ott: Die Utopie der Glücklichen Inseln.  Wandlungen und Konstanten im 
Werk von James Krüss. , Frankfurt am Main Phil.Diss. 1993, S. 56. 
208 „Aber wenn wir auch niemals ganz glücklich sein können auf dieser Welt, so sollten 
wir uns von der Glückseligkeit doch eine Vorstellung machen. Wir müssen wissen, was 
das Glück ist, wenn wir es suchen. Wir brauchen ein Bild des Paradieses, wie der 
















                                                   
209 Insulaner, S. 162. 
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スター岩礁では、近郊の砂洲から飛来してくる 4 匹のカモメ212 や、灯台に住むネズミのフ






211 Gäste, S.133. 


































214 Leuchtturm, S.38. 
215 Als ich in die Küche einstieg, sagte Johann gerade: „M.M. habe ich einsperren 
müssen. Seine Streiche sind mir zu gefährlich, wenn ein Kind auf dem Turm ist.“ „Wer 
ist denn M.M. ?“ (…) „Er ist kein übler Kerl, Boy“, fuhr Johann fort. „Bestimmt nicht. 
Er ist nur übermütig, ein Streichemacher, der mir schon viel Ärger gemacht hat. 

















ター岩礁の夏』において 1 匹のネズミが、ボーイに関して次のようにつぶやく場面である。 
 











                                                   
216 „Wäre dieser Knabe weniger als fünf Jahre alt und noch nicht in der Schule, dann 
könnte ich mit ihm reden; wäre er über fünfzig Jahre alt, könnte ich ebenfalls mit ihm 



































50 歳や 60 歳になるまで待つつもりです。人生はまだまだ長いのだから218。」と述べてい
る。同作品内でも、クリュスは、読書が出来ない年代の子供と 50 歳を過ぎた大人が、最
も想像力を活用し得る年齢であると指摘している。 





























                                                   
219 Als ich zufällig über Bord ins Wasser blickte, sah ich darin den weißen Turm sich 
spiegeln. Tief in das Meer hinunter ragte sein Spiegelbild; und als ich den Kopf hob, 
ragte der wirkliche Turm bis in die Wolken hinauf. Der Turm hatte vier Stockwerke 
und unter seiner gläsernen Kappe einen Balkon, der rundherum lief. (…) An der 
Außenwand des Leuchtturms gab es eine Leiter, die bis hinauf in die Glaskuppel 





























                                                   
220 Ebby und ich waren zu meiner Kinderzeit schon einmal auf dem Turm gewesen, als 
er viel schmaler war, als er es heute ist. Damals hatte man ihn durch eine Leiter an 
der Außenwand betreten. Jetzt – versehen mit einem schweren Betonsockel, einer 
Umkleidung aus rotem Backstein und einer Wendeltreppe im Inneren – war der Turm 
sehr viel bequemer, aber auch weniger romantisch als zu meiner Kinderzeit.  











第 2 節 「語り」の場としての島 



















                                                   































































                                                   
222 荒俣宏『世界大博物図鑑 第二巻魚類』平凡社 1991 年 9 ページ。 
223 デヴィッド・カービー、メルヤ‐リーサ・ヒンカネン(玉木俊明訳)『ヨーロッパの北の




















 第 1 部では、17 作品によって構成される「101 日物語」の詩学的特徴に着目した。「101
日物語」は、1978 年を境にクリュスが取り組みを始めた作品であった。ここには、それ以
前に出版されたクリュスの代表作品も属しており、17 作の独立した作品を連ねることで完
成する物語である。そのため、その物語構造は複雑であった。第 1 章では、「101 日物語」
の完成までの経緯を確認し、17 作品を繋ぐための特徴を指摘した。それは、枠構造の採用、
101 日という日付による章立て、そして「101 日物語」の主人公ボーイの存在である。これ






第 2 章では、「101 日物語」の円環構造を考察の対象とした。「101 日物語」は 17 作品が
連なるだけでなく、円環図に従って配置することによって各作品が関わり合う。ここでは、




























 第 2 部では、「101 日物語」における島の役割を考察してきた。第 1 章ではヘルゴラント
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